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祝
!

つくばエクス
プレ

ス開
業

第
2
7

回
足

立
の

花
火

大

会

今 年 の 花 火 大 会 は, 「 つ く ば エ ク ス プ

レ ス 」 の 開 業( 8 月24 日 予 定) を 祝 っ て 、1

万 発 の 花 火 を 打 ち 上 げ ま す 。 宝 石 の よ

う に 光 輝 く 花 火 を お 楽 し み に!

7 月28 日( 木)
午後7時15分～8時45分

(打ち上げは7時30分から)

荒川河川敷
( 千住新橋～西新井橋間)

※ 荒天時は29日に順延。両日共に荒天の場合は中止

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
夜
宙
の
レ

ー
ル
に
夢
の
花
火
を
」
で
す

今
年
の
花
火
大
会
は
、
1
章
～
4

章
の
構
成
で
打
ち
上
げ
ま
す
。

第
1
章
　
テ
ー
マ
は
地
球
。
夜
空
に

光
が
さ
し
雷
雨
の
あ
と
に
は
、
花
火

の
虹
が
か
か
り
ま
す
。

第
2
章
　
ロ
ケ
ッ
ト
・
花
・
鳥
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
打
ち
上
げ
花
火
や

「
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
開
業

を
祝
う
仕
掛
け
花
火
も
出
ま
す
。

第
3
章
　
長
さ
3
0
0
mの
ナ
イ
ア
ガ
ラ

は
天
の
川
、
輝
く
星
の
よ
う
な
花
火

は
銀
河
を
思
わ
せ
ま
す
。

第
4
章
　
夢
・
旅
立
ち
・
希
望
・
未

来
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
色
と
り
ど
り

の
花
火
に
よ
る
壮
大
な
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
を
迎
え
ま
す
。

北
千
住
駅
東
口
、
五
反
野
・
梅

島
駅
は
比
較
的
空
い
て
い
ま
す

当
日
の
北
千
住
駅
西
口
付
近
、
特

に
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
上
は
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

北
千
住
駅
東
口
か
ら
虹
の
広
場
へ
行

く
道
は
、
例
年
、
比
較
的
空
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
梅
島
・
五
反
野
駅
側

の
河
川
敷
も
ゆ
っ
た
り
と
観
賞
で
き

ま
す
。
い
ず
れ
も
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
警
察
官
、
警
備
員
の
指
示
に
従

っ
て
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

車

い
す

を
ご
利
用
の
方
へ

車
い
す
で
の
観
覧
エ
リ
ア
を
荒
川

河
川
敷
左
岸
(
図
1
)
に
設
け
ま
す
。

千
住
新
橋
北
詰
か
ら
河
川
敷
ま
で
、

車
い
す
で
も
降
り
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
送
迎
用
で
も
自
動
車
な
ど
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
は
、
交
通
規
制
の
た
め

用
意
で
き
ま
せ
ん
。

会
場
付
近
に

お

住

ま

い

の

方

へ

安
全
の
た
め
、
危
険
物
施
設
や
特

殊
可
燃
物
貯
蔵
所
な
ど
へ
は
防
炎
シ

ー
ト
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
は
必
ず

持

ち

帰

り

ま

し

よ

う

ゴ
ミ
や
観
覧
用
シ
ー
ト
の
止
め
金

具
な
ど
は
、
必
ず
各
自
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
、

環
境
破
壊
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
マ

ナ
ー
を
守
っ
て
花
火
大
会
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

図1　 立入禁止区域・観覧場所等

当日は会場付近の商店街でのイベントもあるよ。

また車の交通規制もあるから、くわしくは7 月15

日ごろに全戸配付されるプログラムを見てね

観光交流協会キャラクター　 てる丸くん 　

花 火 大 会 の お 問 い 合 わ せ は 区 ・ 観 光 交 流 協 会 事

務 局( 観 光 交流 課 内) へ 　3880- 5853)

一足先につくばを体験!

つくばエクスプレス試乗会

日時=8月7日射レ1回目…午前11時～午後1時

レ2回目…午後O時30分～2時30分場所=北千住
駅対象=区内在住・在勤・在学の方※ 小学生以
下は保護者同伴内容=北千住駅～南流山駅問往復
の試乗( 1 時間程度) 定員= 各300人( 抽選) 申込=
往復ハガキに参加希望者全員の住所、氏名、年齢、

連絡先、希望回数を明記 ※ ハガキ1 枚で5 人まで
申し込み可。返信ハガキに、代表者の住所、氏名を
明記 期限=7 月20日消印有効 申・問先=2005 つ

くばエクスプレス開業記念事業実行委員会事務局
( 都市交通課内) 〒120- 8510 中央本町1- 17- 1　　　　　

3880- 5719

スピーフィ

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

4
・
5
面
▽
特
集
「
食
中
毒
」
/
自
転
車
も
交
通
ル

ー
ル
を
守
ろ
う

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
こ

ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら
/
青
い
羽
根

募
金
に
ご
協
力
を

8
面
▽
▽
▽
児
童
館
夏
の
イ
ベ
ン
ト
/
ス
ケ
ッ
チ
あ

だ
ち

区長へのファクス

FAX3880- 5678
「区 民の声」 を

お待ちしています

ふるさと足立で　買おう　食べよう　頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
1
2日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電話番号がない記事については

区役所代表へ 　3880- 5111

区・ホームページアドレスは
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凡
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在
宅
型
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
事
業
を
利
用
し

ま
せ
ん
か

対
象
=
1

歳
6
ヵ
月
～
1
2歳
(
小
学

生
)
で
保
護
者
の
出
産
や
病
気
な
ど

で
、
一
時
的
に
養
育
が
困
難
な
子
ど

も

※
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

が
支
援
を
必
要
と
判
断
し
た
場
合
の

み

内
容
=
区
が
委
託
し
た
養
育
協

力
家
庭
で
、
子
ど
も
を
保
護
し
養
育

を
し
ま
す

利
用
期
間
=
6

泊
7
日

以
内

費
用
=
▽
生
活
保
護
世
帯
・

ひ
と
り
親
で
児
童
育
成
手
当
を
受
給

し
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
…
千

円

▽
そ
の
他
の
世
帯
・
:
3
千
円

※
い
ず
れ
も
1
人
1
泊
の
料
金

養
育
協
力
家
庭
募
集

対
象
U

次
の
①
の
す
べ
て
に
該
当

し
、
か
つ
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
…
①
区
内
在
住
/
年
齢
が
2
5歳

以
上
6
5歳
未
満
/
制
度
を
理
解
し
て

い
る
1
8歳
以
上
の
同
居
家
族
が
い
る
/

居
室
が
2
室
1
2畳
以
上
あ
り
、
家

族
数
に
応
じ
た
広
さ
が
あ
る
/
心
身

と
も
に
健
康
で
こ
の
制
度
に
理
解
と

熱
意
が
あ
る

②
看
護
師
、保
育
士
、

教
員
な
ど
子
ど
も
に
関
わ
る
資
格
を

有
す
る
/
東
京
都
の
養
育
家
庭
に
登

録
ま
た
は
経
験
が
あ
る
/
ほ
っ
と
ほ

ー
む
協
力
家
庭
の
実
績
が
あ
る

報

酬
=
1
人
1
泊
1
万
円

選
考
=
面

接

期
限
=
7
月
2
9日

ー

い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
=
こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

　
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
1

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
込
=

電
話

表1　アレルギー予防教室日程等 (親
)・
(乳
)医
療
証
の
自
己
負

担
金
の
還
付
を
行
い
ま
す

都
外
や
医
療
証
を
取
り
扱
わ
な
い

医
療
機
関
で
の
受
診
や
医
療
証
を
持

た
ず
に
受
診
し
た
場
合
は
、
保
険
診

療
の
自
己
負
担
金
の
一
部
を
保
護
者

の
口
座
に
振
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、

助
成
を
し
て
い
ま
す
。
還
付
申
請

に
必
要
な
も
の
=
領
収
書
(
受
診
者

氏
名
、
保
険
点
数
、
受
診
年
月
日
、

医
療
機
関
名
、
領
収
金
額
の
記
載
が

あ
る
も
の
)
/
印
鑑
/
医
療
証
の
保

護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は

不
可
)
/
⑩
医
療
証
ま
た
は
⑥
医
療

証
/
健
康
保
険
証

※
レ
シ
ー
ト
や

領
収
書
を
受
け
取
っ
た
際
は
、
必
ず

受
診
者
氏
名
と
保
険
点
数
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
(
記
載
が
無
い
場
合

は
、
医
療
機
関
に
記
入
し
て
も
ら
っ

て
く
だ
さ
い
)
申
込
=
持
参
ま
た

は
郵
送
(
郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は

事
前
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

へ
)

申
・
問
先
=
▽
⑩
医
療
証
…

家
庭
支
援
係(

3
8
8
0
)
5
8
8
3

▽
⑥
医
療
証
…
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

江
北
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム

日
時
=
毎
週
木
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)
、
午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分

対
象
=
1
6～
3
5歳
位
で
外
に
出
る
の

が
苦
手
、
働
け
な
い
、
人
付
き
合
い

に
不
安
が
あ
る
方
な
ど

内
容
=
グ

ル
ー
プ
(
少
人
数
)
活
動
を
と
お
し

社
会
に
出
る
自
信
を
付
け
ま
す

思
春
期
家
族
会

日
時
=
毎
月
第
1
金
曜
日
(
祝
日
を

除
く
)
、
午
後
2
時
3
0
分
～
4
時

対
象
=
思
春
期
、
青
年
期
の
心
の
問

題
を
抱
え
る
本
人
の
家
族
内
容
=

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ
と
、
悩

ん
で
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
す

・
女
性
た
め
の
健
康
づ
く
り
(
2
日
制
)

日
程
=
9
月
5
日
㈲
・
2
1
日
㈲
、
い

ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～
1
0
時
受
け

付
け
場
所
=
押
部
皿
沼
谷
在
家
住

区
セ
ン
タ
ー
対
象
=
1
8
～
3
9
歳
の

区
内
在
住
の
女
性

内
容
=
血
圧
測

定
/
血
液
検
査
/
歯
周
病
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
/
骨
密
度
測
定
ほ
か
/

保

健
、
栄
養
、
歯
科
の
学
習
教
室

定

員
=
4
0人
(
先
着
順
)

ー

い
ず
れ
も
ー

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江

北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
等
=
表
2

内
容
=
自
分
の
生

活
環
境
を
見
直
し
、
健
康
づ
く
り
を

学
習
/
体
験
コ
ー
ナ
ー
/
パ
ネ
ル
展

示
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表2　7月～8月上旬の住区健康フェスティバル
思
春
期
家
族
教
室

日
時
=
7
月
2
9日
面
、
午
後
2
時
～
4

時

対
象
=
不
登
校
、
引
き
こ
も

り
、
強
迫
症
状
な
ど
、
思
春
期
の
様

々
な
心
の
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
の

家
族

内
容
=
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
、
日
ご
ろ
困
っ
て

い
る
こ
と
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
話

し
合
い
ま
す

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
6
0
6
)
4
1
7
1

歯
周
病
健
診

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
も
、
初
め

て
の
方
も
申
し
込
め
ま
す
。
た
だ

し
、
1
年
度
に
1
回
の
み
。

2
0～
3
9歳
の
区
民

日
時
1
8
月
4
日
㈲
、
午
前
9
時
3
0

分
～
1
0
時
3
0
分
受
け
付
け
内
容
―

歯
周
病
な
ど
の
歯
科
健
診
/
相
談
/

歯
間
ブ
ラ
シ
・
糸
よ
う
じ
な
ど
の
補

助
具
を
使
っ
て
の
実
習

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま
た

は
窓
口

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本

町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
歯
科
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
4

4
0～
7
0歳
の
区
民

期
間
=
通
年

場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関

内
容
=
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
健
診

定
員
H
千
人
(
先

着
順
)

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

※
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

訪
問
介
護
員
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時
等
=
表
3

場
所
=
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

対
象
=
区
内

訪
問
介
護
事
業
所
で
訪
問
介
護
員

(ヘ
ル
パ
古

と
し
て
働
い
て
い
る

方

内
容
U
身
体
介
護
技
術
の
保
持

お
よ
び
向
上

定
員
=
各
回
3
0人

申
先
=
所
属
す
る
事
業
所

問
先
=

高
齢
調
整
係(

3
8
8
0
)
5
8
8
6

表3　 訪問介護員フォローアップ研修日程等

※ 複数回の申し込み可。いずれも水曜日、時間は午後2時～5時

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
勧

奨
を
中
止
し
て
い
ま
す

使
用
中
の
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
と
A
D
E
M
(

急
性
散
在
性
脳
脊
髄

炎
)
の
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
た
た

め
、
区
は
現
在
予
防
接
種
を
勧
め
る

こ
と
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
流

行
地
へ
の
渡
航
な
ど
に
よ
り
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
が
接
種
を
希
望
す
る

場
合
に
、
接
種
し
た
こ
と
に
よ
る
効

果
お
よ
び
副
反
応
の
説
明
を
受
け
、

同
意
し
た
上
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
(
法
定
接
種
で
無
料
)
。
今

後
、
よ
り
危
険
性
の
低
い
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
供
給
体
制

が
整
え
ば
接
種
の
勧
奨
を
再
開
す
る

予
定
で
す
。
問
先
=
健
康
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

満
州
事
変
以
後
、
軍
人
、
軍
属
、

準
軍
属
と
し
て
戦
闘
、
そ
の
他
の
公

務
で
戦
死
、
戦
病
死
し
た
方
の
妻
や

父
母
な
ど
に
対
し
て
特
別
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
(
戦
没
者
の
子
、
兄
弟

姉
妹
は
除
く
)
。
な
お
、
期
限
を
過

ぎ
る
と
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金

内
容
=
第
1
7回
「
ち
」
号
、
第
1
0回

「
れ
」
号

期
限
=
い
ず
れ
も
9
月
3
0

日
ま
で

内
容
=
第
2
2回
「
い
」

号

期
限
=
1
8年
3
月
3
1日
ま
で

父
母
(
養
父
母
、
祖
父
母
な
ど
を

含
む
)
に
対
す
る
特
別
給
付
金

内
容
=
第
1
9回
「
は
」
号
、
第
1
6回

「
り
」
号
、
第
1
4回
「
か
」
号

期

限
=
い
ず
れ
も
9
月
3
0日
ま
で

※

請
求
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
は

至
急
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

ー

い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
=
民
生
係

乳
幼
児
の
発
達
相
談

就
学
前
ま
で
の
発
達
に
心
配
の
あ

る
子
ど
も
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
、
通
所

指
導
(
措
置
通
園
指
導
)
や
心
理
技

術
職
員
、
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
個
別

指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
幼
児
発
達
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
6

在
宅
の
重
度
心
身
障

害
者
(
児
)
の
方
へ

日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
住
宅
設

備
改
善
費
の
助
成

障
害
を
持
つ
方
の
日
常
生
活
の
利

便
を
図
り
ま
す
。
(表
4
)

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

支
援
費
制
度
(
利
用
者
自
身
が
直

接
介
護
事
業
者
と
利
用
契
約
を
結

ぶ
)
で
の
利
用
で
す
。

対
象
=
本

人
ま
た
は
介
護
者
が
、
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
身
体
障
害
お

よ
び
知
的
障
害
を
持
つ
方

内
容
=

食
事
の
世
話
/
衣
類
の
洗
濯
、
補
修
/

身
の
回
り
の
世
話
/
通
院
の
介
助

ほ
か補

装
具
の
修
理
品
目
の
改
定

補
聴
器
用
電
池
・
人
工
喉
頭
用
電

池
お
よ
び
つ
え
の
先
ゴ
ム
交
換
は
、
6

月
か
ら
修
理
品
目
の
対
象
外
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ー

い
ず
れ
も
ー

介
護
保
険
法
か
ら
給
付
を
受
け
ら

れ
る
方
は
介
護
保
険
が
優
先
し
、
所

得
に
応
じ
た
一
定
の
自
己
負
担
が
あ

り
ま
す
。

申
・
問
先
=
福
祉
事
務

所
(
表
5
)

表4　 日常生活用具の給付・住宅設備改善費の助成表5　 福祉事務所一覧
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身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

視
覚
・
聴
覚
コ
ー
ス
通
所
者
募
集

見
え
な
い
・
聴
こ
え
な
い
こ
と
か

ら
生
じ
る
生
活
上
の
困
難
に
対
し

て
、
専
門
の
講
師
な
ど
が
支
援
を
行

い
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
や
話
し
合

い
を
行
い
、
生
活
の
質
の
向
上
を
め

ざ
し
ま
す
。

視
覚
コ
ー
ス

内
容
―
歩
行
訓
練
/
点
字
体
験
/
ル

ー
ペ
や
拡
大
読
書
器
の
使
い
方
/
調

理
や
調
理
器
具
の
紹
介
/
日
常
生
活

の
相
談
ほ
か

聴
覚
コ
ー
ス

内
容
=
手
話
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
/
フ
ァ
ク
ス
や

パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
練
習
/
福
祉
機
器

の
活
用
/
日
常
生
活
の
相
談
ほ
か

ー

い
ず
れ
も
ー

通
所
日
―
毎
週
金
曜
日
(
祝
日
を
除

く
)

対
象
=
1
8歳
以
上
で
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
方

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
障
害
福
祉
セ

ン
タ
ー
社
会
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

室

　
(
5
6
8
1
)
0
1
3
1
　
　
　

　
(
5
6
8
1
)
0
1
3
8

8
～
9
月
障
害
別
福
祉
相
談

日
時
等
=
表
6

対
象
=
障
害
の
あ

る
方
お
よ
び
家
族

内
容
=
障
害
に

関
わ
る
生
活
経
験
を
持
っ
た
、
障
害

者
相
談
員
に
よ
る
相
談

ー

い
ず
れ
も
ー

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

表6　障害別福祉相談日程表

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

高
齢
者
の
人
権
　
1

国
民
全
体
に
6
5歳
以
上
が
占
め
る

割
合
は
、
2
0
1
5

年
に
は
約
4
人

に
1
人
、
2
0
5
0

年
に
は
約
3
人

に
I
人
と
な
り
「
超
高
齢
社
会
」
を

迎
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
平
均
寿
命
の
伸
び
や
少
子
化
な
ど

が
原
因
で
す
。

区
内
の
6
5歳
以
上
の
人
口
(
6

月
1

日
現
在
)
は
1
2万
5
3
8人
で
、
約
5
.
4

人
に
1
人
が
6
5歳
以
上
で
す
。
今
後

も
さ
ら
に
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

内
閣
府
が
1
5年
度
に
調
査
し
た

「
年
齢
・
加
齢
に
対
す
る
考
え
方
に
関

す
る
意
識
調
査
」で
は
「
高
齢
者
に
対

す
る
差
別
や
偏
見
は
あ
る
と
思
う

か
」の
質
問
に
対
し
、「
大
い
に
あ
る
と

思
う
」か
「
多
少
あ
る
と
思
う
」と
答

え
た
人
の
割
合
を
合
わ
せ
る
と
過
半

数
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
齢
者

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
、「
就
労
が
困

難
」「
介
護
や
世
話
が
必
要
」な
ど
身

体
的
な
現
象
を
捕
ら
え
た
結
果
が
影

響
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
生
涯
の
ど
の

時
期
も
大
切
な
も
の
で
す
。
高
齢
期

と
い
っ
て
も
幼
少
期
や
青
年
期
と
同

様
、
大
切
で
あ
り
存
在
そ
の
も
の
が

尊
い
は
ず
で
す
。

だ
れ
し
も
平
等
に
歳
を
取
り
ま

す
。
高
齢
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の

み
で
人
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

今
の
社
会
を
築
い
た
先
輩
た
ち
に
敬

意
を
払
い
、
身
体
的
な
面
に
は
思
い

や
り
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

区
で
も
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た

り
、
健
康
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
支
援
を
行
い
、
豊

か
な
経
験
や
智
恵
が
区
民
の
皆
さ
ん

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

☆
お
知
ら
せ
の
中
で
『
国
保
』
は
国
民
健
康
保
険
の
、

『
国
保
証
』
は
国
民
健
康
保
険
証
の
省
略
で
す

こ
の
よ
う
な
と
き
は
手

続
き
が
必
要
で
す

国
保
へ
の
加
入
や
、
や
め
る
と
き

表
7
に
該
当
す
る
方
は
1
4日
以
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
死
亡

し
た
場
合
を
除
き
、
自
動
的
に
切
り

替
え
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

保
険
証
は
大
切
に
し
ま
し
よ
う

国
保
証
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
を
示
す
証
明
書
で
、
病
院
に

か
か
る
と
き
の
受
診
券
で
す
。
か
か

り
つ
け
の
病
院
で
受
診
す
る
と
き
で

も
月
に
一
度
、
保
険
証
を
提
示
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
保
管
に
は
十
分
気

を
付
け
、
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

保
険
証
を
紛
失
・
汚
損
し
た
と
き

は
再
交
付
し
ま
す

申
込
=
住
所
・
氏
名
を
確
認
で
き
る

も
の
(
保
険
料
の
領
収
書
な
ど
)
を

持
参

交
付
方
法
=
郵
送

※
た
だ

し
、
顔
写
真
付
き
で
住
所
・
氏
名
が

確
認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
な

ど
官
公
署
が
発
行
し
た
、
偽
造
防
止

加
工
が
さ
れ
て
い
る
も
の
)
を
持
参

し
た
場
合
は
本
人
確
認
の
上
、
本
人

ま
た
は
同
一
世
帯
の
方
に
窓
口
で
交

付

申
先
U
区
民
事
務
所
、
資
格
賦

課
係

ー

い
ず
れ
も
ー

問
先
=
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

出
産
を
控
え
た
皆
さ
ん
方
へ

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

対
象
=
国
保
加
入
者
で
出
産
し
た
方

※
妊
娠
1
2週
(
8
5日
)
以
降
で
あ
れ

ば
流
産
・
死
産
の
場
合
で
も
支
給
さ

れ
ま
す
。
出
産
者
本
人
が
他
の
医
療

保
険
か
ら
同
様
の
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
(
1
年
以
上
の
保

険
加
入
で
脱
退
後
6
ヵ
月
以
内
の
出

産
)
は
、
国
保
か
ら
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん

支
給
額
=
出
生
児
一
人
に
つ

き
3
5万
円

申
請
に
必
要
な
も
の
=

国
保
証
/
母
子
健
康
手
帳
/
世
帯
主

の
印
鑑
/
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳

(郵
便
局
は
除
く
)

※
流
産
、
死

産
の
場
合
は
医
師
の
証
明
書
を
添
付

出
産
費
資
金
の
貸
し
付
け
制
度

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
被

保
険
者
の
属
す
る
世
帯
主
・
:出
産
予

定
日
ま
で
1
ヵ
月
以
内
の
方
/
妊
娠
4

ヵ
月
以
上
で
医
療
機
関
な
ど
か
ら

出
産
費
の
請
求
を
受
け
た
、
ま
た
は

支
払
っ
た
方

内
容
=
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主

に
出
産
育
児
一
時
金
の
8
割
を
限
度

に
貸
し
付
け

申
請
に
必
要
な
も
の
=

国
保
証
/
母
子
健
康
手
帳
/
世
帯

主
の
印
鑑
/
世
帯
主
名
義
の
預
金
通

帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
/
医
療
機
関

な
ど
の
請
求
書
ま
た
は
領
収
書

出
産
費
資
金
貸
付
金
受
領
委
任
払
い

国
保
加
入
者
が
区
と
協
定
を
結
ん

だ
医
療
機
関
(
区
外
も
可
)
で
出
産

を
予
定
し
、
出
産
費
資
金
貸
付
制
度

を
利
用
す
る
場
合
、
貸
し
付
け
金
を

医
療
機
関
に
直
接
振
り
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
領
委
任
払
額
上
限
=
2
8

万
円

申
込
=
出
産
予
定
日
2

ヵ
月
前
か
ら
医
療
機
関
に
相
談
・
申

し
込
み
後
、こ
く
ほ
年
金
課
に
連
絡

ー

い
ず
れ
も
ー

申
・
問
先
=
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

表7　 国保手続きが必要な場合

療
養
費
を
支
給
し
ま
す

療
養
費
と
は
、
医
療
の
費
用
を
皆

さ
ん
が
病
院
な
ど
に
一
旦
全
額
支
払

っ
た
場
合
に
、
必
要
な
書
類
を
添
え

て
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
で

定
め
ら
れ
た
基
準
額
の
7
割
の
金
額

が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
対
象
=

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
保

険
証
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

と
き
ノ
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用

補
装
具
を
作
っ
た
と
き
/
は
り
・

灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受
け
る

と
き
(
医
師
が
認
め
、
病
院
な
ど
に

こ
れ
ら
の
施
設
が
な
い
と
き
)

申
・
問
先
=
▽
国
保
証
の
み
の
方
…

給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

▽
7
0歳
以
上
で
老
人
医
療
証
を
お
持

ち
の
方
・
:
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢
医

療
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

入
院
時
の
食
事
費
減
額
制
度

申
請
に
よ
り
、
入
院
時
の
食
事
に

掛
か
る
負
担
額
を
軽
減
す
る
制
度
で

す
。
な
お
、
す
で
に
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
の
有
効
期
限
は
7

月
3
1日
ま
で
な
の
で
、
引
き
続
き
認

定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
再
度
交
付

申
請
が
必
要
で
す
。
対
象
=
区
民

税
非
課
税
世
帯

申
請
に
必
要
な
も

の
U
国
保
証
/
世
帯
主
の
印
鑑
/
す

で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
は
認
定

証

申
・
問
先
▽
国
保
証
の
み
の
方

…
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

▽
7
0歳
以
上
で
老
人
医
療
証
を
お
持

ち
の
方
・
:高
齢
サ
ー
ビ
ス
課
高
齢
医

療
係

　
(
3
8
8
0
)
5
8
7
4

高
額
療
養
費
を
支
給
し
ま
す

同
じ
人
が
同
じ
月
に
、
同
じ
病
院

な
ど
で
治
療
を
受
け
、
支
払
っ
た
診

療
費
が
一
定
の
金
額
(
表
8
)
を
超

え
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
限
度
額
を

超
え
た
金
額
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。ま

た
、
過
去
1
2ヵ
月
間
に
4
回
以

上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場

合
、
4
回
目
か
ら
の
自
己
負
担
限
度

額
は
通
常
よ
り
も
低
く
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
世
帯
に

は
、
診
療
月
か
ら
約
3
ヵ
月
後
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
込
=
窓

口
ま
た
は
郵
送

申
・
問
先
=
給
付

係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

表8　70 歳未満の方の自己負担限度
額( 70歳以上の方は取り扱いが
異なります)

※ 1 … 過去12ヵ月に4 回以上高額療養費に
該当する場合、4回目以降は医療費総
額に関わらず力ッコ内の金額が限度額
になります

※ 2 ・‥ 医療費総額が241, 000円を超えた場
合、超えた金額の1% を72, 300円に加
算した額が自己負担限度額になります

※ 3 … 医療費総額が466, 000円を超えた場
合、超えた金額の1% を139, 800円に加
算した額が自己負担限度額になります

※ 4 ・‥ 住民税課税世帯のうち、基礎控除後
総所得金額等が670万円を超える方は
上位所得者となります。また、所得の申
告がない場合も、上位所得者とみなさ
れます

高
額
療養
資
金
の
貸
付
制
度

国
保
加
入
者
が
病
気
や
負
傷
に
よ

り
、
一
時
的
に
高
額
の
医
療
費
の
支

払
い
が
あ
り
、
そ
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
、
世
帯
主
に
対
し
必
要
な
資

金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。
対

象
=
区
内
在
住
3
ヵ
月
以
上
の
方

貸
付
限
度
額
U
保
険
診
療
に
該
当
す

る
項
目
の
う
ち
、
法
令
で
定
め
る
高

額
療
養
費
に
該
当
す
る
費
用
の
9
割

申
・
問
先
=
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

葬
祭
費
を
支
給
し
ま
す

対
象
=
国
保
加
入
者
が
死
亡
し
た
と

き
、
そ
の
葬
儀
を
し
た
方

支
給
額
=
7

万
円

※
交
通
事
故
・
傷
害
な

ど
の
第
三
者
行
為
や
公
害
病
な
ど
が

原
因
で
死
亡
し
た
場
合
は
原
則
と
し

て
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

申
請
に
必
要

な
も
の
=
国
保
証
/
葬
儀
の
領
収
書

(コ
ピ
ー
不
可
。
葬
儀
代
金
、
葬
儀

一
式
の
表
示
が
な
い
領
収
書
の
場
合

は
明
細
書
も
必
要
)
/

葬
儀
を
し
た

方
の
印
鑑

申
込
=
窓
口

期
限
=

葬
儀
を
し
た
日
の
翌
日
か
ら
2
年
間

申
・
問
先
=
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

柔
道
整
復
療
養
費
の
適

正
化
に
努
め
ま
す

近
年
、
足
立
区
の
国
保
に
お
け
る

柔
道
整
復
療
養
費
は
十
数
億
円
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険
料

で
賄
う
国
保
事
業
の
健
全
化
を
図
る

た
め
、
柔
道
整
復
療
養
費
の
適
正
化

に
努
め
て
い
ま
す
。

柔
道
整
復
療
養
支
給
の
適
正
化
を

目
的
と
し
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
、
1
6年
4
月
か
ら
区
長
の
附
属
機

関
と
し
て
柔
道
整
復
療
養
費
案
件
調

査
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
報
告
に
基
づ
き
、
必
要

に
応
じ
て
、
受
診
し
た
方
へ
施
術
の

事
実
確
認
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
給
付
係(

3
8
8
0
)
5
2
4
1
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食
中
毒
か
ら
食
卓
を
守
る

暑
い
夏
。
食
中
毒
の
発
生
し
や
す
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
食
中
毒
と

い
う
と
、
よ
く
耳
に
す
る
の
は
飲
食
店
な
ど
の
食
事
が
原
因
と
な
っ
た
も
の
で

す
が
、
食
中
毒
は
、
家
庭
の
食
事
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
食
中
毒

予
防
を
心
掛
け
、
安
全
で
安
心
な
食
卓
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
の

ポ
イ
ン
ト

食
中
毒
を
起
こ
す
細
菌
は
、
家
庭

で
扱
う
身
近
な
食
材
に
も
付
い
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
生

の
肉
に
は
、
病
原
大
腸
菌
や
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど

が
、
魚
介
類
の
体
の
表
面
や
エ
ラ
な

ど
に
は
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
が
付
い
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
食
材
に
は
食
中
毒
菌
が
付
い
て

い
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
食
中
毒

予
防
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

食
中
毒
予
防
に
は
、
次
の
3
原
則

が
あ
り
ま
す
。

▽
「
付
け
な
い
」
…
手
や
調
理
器
具

な
ど
を
よ
く
洗
い
、
清
潔
に
保
つ

▽
「
増
や
さ
な
い
」
…
食
品
の
中
で

細
菌
が
増
え
な
い
よ
う
に
冷
蔵
庫

な
ど
で
し
っ
か
り
保
存

▽
「
や
っ
つ
け
る
」
…
し
っ
か
り
食

材
を
加
熱
し
て
殺
菌

こ
の
3
原
則
を
基
本
に
し
た
、
家

庭
に
お
け
る
食
中
毒
予
防
の
6
つ
の

ポ
イ
ン
ト
(
左
図
)
を
守
り
、
家
庭

か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

生
焼
け
に
注
意
!

夏
か
ら
秋
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
を
楽
し
む
方
も
多
い
で
す
が
、肉

を
焼
く
と
き
は
、
中
心
部
ま
で
よ
く

焼
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
肉
を
焼
く

は
し
と
、
食
べ
る
は
し
は
別
の
も
の

に
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
年
、
レ
バ
刺

し
、
鶏
刺
し
、
ユ
ッ
ケ
な
ど
、
肉
を

生
の
ま
ま
食
べ
、
食
中
毒
に
な
る
例

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
が
、
生
焼
け
の

肉
を
食
べ
て
食
中
毒
に
な
っ
た
と
い

う
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

一
方
、
加
熱
不
十
分
な
豚
レ
バ
ー

や
、
シ
カ
肉
の
刺
身
を
食
べ
た
こ
と

に
よ
る
E
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
(
急
性

肝
炎
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
)
の
感
染
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
に
新
鮮
な
肉
で
も
、
食

中
毒
菌
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
付
い
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
抵
抗
力
の
弱
い
方

は
重
症
に
な
り
や
す
い
の
で
、
生
で

食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
か
な
?
　
と
思
っ
た
ら

食
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
下
痢
・

腹
痛
・
吐
き
気
・
お
う
吐
な
ど
で
す
。

家
庭
の
食
事
、
弁
当
な
ど
、
共
通

の
食
事
を
食
べ
た
人
に
、
同
様
の
症

状
が
現
れ
れ
ば
、
食
中
毒
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

食
中
毒
か
な
?

と
思
っ
た
ら
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
早
め
に
医
師
の
診
断
を
受
け
る
…

早
め
に
受
診
し
、
適
切
な
処
置
を

受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
医
師

の
診
断
を
受
け
ず
に
、
む
や
み
に

市
販
の
下
痢
止
め
な
ど
の
薬
を
服

用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
脱
水
症
状
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

水
分
は
し
っ
か
り
補
給
す
る
…
激

し
い
下
痢
な
ど
が
続
く
と
、
水
分

が
失
わ
れ
、
脱
水
症
状
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
抵
抗
力
の
弱

い
乳
幼
児
や
高
齢
者
な
ど
は
、
重

症
に
な
り
や
す
い
の
で
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。

▽
食
品
は
保
管
し
て
お
く
・
:保
健
所

で
は
、食
中
毒
の
原
囚
究
明
の
た
め

の
調
査
を
行
い
ま
す
。食
品
が
残
っ

て
い
る
場
合
は
冷
蔵
庫
へ
入
れ
て
保

管
し
、買
っ
た
店
の
レ
シ
ー
ト
や
空
の

容
器
、包
装
紙
な
ど
も
、保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

解説パンフレット
「食べ物の衛生」

配付中
食品の表示や苦情事例など

について、イラスト入りでわ
かりやすく解説しています。
配付場所= 食品保健係

3880- 5363

こ
れ
を
読
む
と
、
食
品
衛
生

に
つ
い
て
の
理
解
が
さ
ら
に

深
ま
り
ま
す

食
中
毒
な
ど
、
食
品
衛
生
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
足
立
保
健
所
食
品
保
健
係

ま
た
は
食
品
監
視
第
一
・
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
3
・
4

家庭での食中毒予防6つのポイント

①購入～賞味期限など表示を確認～
食品は、賞味期限などの表示をよく確認

して購入する
肉や魚などは肉汁が漏
れないようにして、そ

れぞれ別のビニール袋
などに分ける
冷蔵や冷凍など、温度
管理の必要な食品の購
入は買い物の最後に行

い、購入後は寄り道を

、 せずに帰宅する

賞味期 限: ○ 年△ 月× 日

保存 方法: 直射日光を

避け、10℃ 以 下で保存

②保存～冷蔵庫の管理はしっかりと～

冷蔵庫や冷凍 庫の中は詰

めすぎ ず、7 割を目安に

冷蔵庫は10 ° C以下、冷凍

庫 は マ イナ ス右C 以 下

で温度管理

肉や魚はビ ニール袋や容

器に入れて、ほ かの食品

に肉汁などが かからない
ようにする

中は詰め過ぎず
温度も適温に

ビニール袋や容
器に入れて保存

③下準備～きちんと手を洗おう～
肉、魚、卵を扱った後は、必ず手を洗

う
肉や魚の汁が、果物やサラダなど、生
で食べる食品や、調理の済んだ食品に
かからないようにする
肉や魚を切った包丁やまな板は、その

まま他の食材には使用せず、洗剤で洗
った後、熱湯をかける
調理器具は使い終わったらすぐに洗剤
と流水でよく洗い、熱湯消毒する

④調理～しっかり加熱しよう～
調理前にもう一度、台所を清
潔にしておく。タオルやふき
んは常に清潔なものに

食品を加熱するときは、中ま
で熱が通るように十分加熱す

る。中心部の温度が75 ℃ で
1 分間以上の加熱が必要

電子レンジを使うときは、電
子レ ンジ 用の容器を使用す

る。熱の伝わりにくいものは、
ときどきかき混ぜる

⑤食事～すぐに食べよう～

調理したものは、清潔な食器に盛

り付けて食べる
調理した料理はできるだけ早く食
べる。加熱した料理は65 ℃ 以上
の温かいうちに、生ものや冷やし
て食べる料理は、10C 以下で食べ

るようにし、直前まで冷蔵庫に入
れておく
食品は、室温で放置しない

⑥残った食品～再加熱は十分に～

残った食品は早く冷えるよ

うに浅い容器に小分けし、
冷蔵庫に保存
残った食品を温め直すとき

も十分加熱する。味噌汁や
スープなどは沸騰するまで
加熱

時間が経ち過ぎたら、思い
切って捨てる

残った食品は小分
けにして保存

食中毒菌が増え
ても味や匂いは
変わりません

夏場に猛威! 　腸炎ビ ブリオ
毎年夏に、温度管理が不十分な魚介類を生で食べたこと

による腸炎ビブリオの食中毒が多発しています。腸炎ビブ
リオに感染すると、飲食後、およそ8 時間から24時間で激
しい腹痛と下痢が起こります。腹痛は、上腹部に激痛を伴
うこともあります。下痢もしばらく続くため、脱水症状を
起こすこともあり注意が必要です。
腸炎ビブリオは、真水に弱いため、調理前には、菌が付

きやすい体の表面
やエラを流水で念
入りに洗いましょ
う。また、この菌
は、増殖スピード
が非常に速い の
で、魚介類はわず
かな時間でも、冷
蔵保存をしてくだ
さい。

あ
な
た
の
禁
煙
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
「
禁
煙
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
」
(
2
日
制
)

日
時
=
8
月
4
日
㈲
・

H
月
2
4
日
㈲
、
午
後
1
0
時
～
正
午

対
象
=
禁
煙
し
た
い
方

内
容
=
つ

ら
く
な
い
禁
煙
方
法

※
受
講
開
始

か
ら
3
ヵ
月
間
、
応
援
レ
タ
ー
で
禁

煙
を
サ
ポ
ー
ト

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・

問
先
‥
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
3
5
2

活
用
し
て
く
だ
さ
い
「
あ
だ

ち
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

「
子
育
て
で
き
る
か
と
て
も
不

安
」「
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
る
と
こ

ろ
が
な
い
」「
ミ
ル
ク
の
飲
み
が
よ

く
な
い
」
な
ど
子
育
て
を
す
る
お
母

さ
ん
の
悩
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
お
母
さ
ん
に
役
立
つ
、
3
歳
ま
で

の
子
ど
も
に
関
す
る
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
の
案
内
と
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
関
す
る
情
報
を
ま
と
め
た
子
育
て

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
、
母
子
手
帳
の
交

付
時
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
配
付

場
所
‥
区
民
事
務
所
、
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
、
健
康
推
進
課

問
先
=
こ

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

▲ 子育てのあら
ゆる場面で役
立ちます

観
光
交
流
協
会
の
イ
ベ
ン
ト

桃
の
食
べ
放
題
と

夏
野
菜
収
穫
体
験
ツ
ア
ー

日
程
=
8
月
9
日
～
‥
1
1
一
日
対
象
=

観
光
交
流
協
会
会
員
お
よ
び
そ
の
家

族

内
容
=

▽
1
日
目
…
湯
田
中
・

渋
温
泉
な
ど
で
温
泉
巡
り

▽
2
日

目
…
高
原
(

イ
キ
ン
グ
、
そ
ば
打

ち
・
史
跡
め
ぐ
り

、
地
獄
谷
野
猿
公

苑
(

イ
キ
ン
グ
の
い
ず
れ
か
を
選
択

▽
3
日
目
…
桃
食
べ
放
題
・
夏
野
菜

収
穫
体
験

定
員
-
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
=

▽
会
貝
…
2
万
9

千
8
0
0円

▽
会
員
家
族
・
:
3
万
1

千
円

※
昼

食
含
む

申
込
U

往
復
(

ガ
キ
に
希

望
者
全
員
の
住
所

、
氏
名

、
年
齢

、

電
話
番
号

、
会
員
・
会
員
家
族
の
別

、
2

日
目
の
希
望
コ
ー

ス
、
「
友
好
都

市
・
山
ノ
内
ツ
ア
ー
」
を
明
記

※

ハ
ガ
キ
ー
枚
で
4

人
ま
で
申
し
込
み

可

。
返
信
(

ガ
キ
の
表
に
代
表
者
の

住
所

、
氏
名
を
必
ず
明
記

。
重
複
申

し
込
み
は
無
効

。
当
選
者
に
は
後

日

、
払
込
用
紙
を
送
付

期
限

‥
7

月
2
0
日
必
着

自
然
探
検
キ
ャ
ン
プ

日
程
等
=
①
粟
島
コ
ー
ス
・
:
8
月
5

日
～
8
日

②
鷹
ノ
巣
コ
ー
ス
・
:
8

月
1
7日
～
2
0日

場
所
―
①
・
:新
潟

県
岩
船
郡
粟
島
浦
村
内
海
キ
ャ
ン
プ

場

②
・
:
新
潟
県
魚
沼
市
鷹
ノ
巣
キ

ャ
ン
プ
場
対
象
=
区
内
在
住
の
小

学
4
年
生
～
中
学
3
年
生
内
容
=

友
好
自
治
体
の
魚
沼
市
が
あ
る
新
潟

県
で
、
キ
ャ
ン
プ
を
通
し
、
自
然
探

検
を
満
喫

定
員
=

各
3
0
人
(
抽

選
)

費
用
U

①
…
2
万
3
0
0円

②

・
:
1
万
8
千
謝
円

※
現
地
ま
で
の

交
通
費
は
含
み
ま
せ
ん

申
込
‥
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
資
料
請
求

期
限
=
7
月
2
0日
必
着

が
ん
ば
ろ
う
!
!
　魚
沼
復
興

音
楽
祭
ツ
ア
ー

日
程
=
▽
7
月
2
3日
～
2
4日

▽
8

月
6
日
～
7
H

場
所
=
新
潟
県
魚

沼
市
「
響
き
の
森
公
園
野
外
ス
テ
ー

ジ
」
内
容
=
新
潟
県
魚
沼
市
復
興

祈
念
企
画
の
「
響
き
の
森
ジ
ャ
ズ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加
/
魚
沼
市

内
観
光

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

費
用
=
2
万
6
千
9
0
0
円
～
2
万
9
千
9
0
0

円

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
申
込

者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、「
音
楽
祭
ツ
ア
ー
」
を
明

記

期
限
=
7
月
2
0日
必
着

楽
し
い
夏
休
み
!

水
上
バ

ス
で
未
来
に
触
れ
る
旅
を
し

よ
う

日
時
=
8
月
2
7日
出
、
午
前
9
時
5
0

分

集
合
場
所
=
千
住
発
着
場
(
千

住
曙
町
4
2番
地
先
)

対
象
‥
観
光

交
流
協
会
会
員
と
そ
の
家
族
/
区
内

在
住
の
方

※
観
光
交
流
協
会
会
員

の
方
が
優
先
で
す

内
容
U
水
上
バ

ス
に
乗
っ
て
隅
田
川
遊
覧
/
日
本
科

学
未
来
館
見
学
ほ
か

定
員
=
1
0
0人

(
抽
選
)

※
客
室
席
6
8人
、
デ
ッ

キ
席
3
2人

費
用
H
マ
観
光
協
会
会

員
・
:
2
千
円

▽
会
員
家
族
…
2
千
3
0
0

円

▽
一
般
…
2
千
5
0
0円

※
入

園
料
、
保
険
代
含
む
。
デ
ッ
キ
席
は
3
0
0

円

、
高
校
生
以
下
は
4
0
0円
引
き
、

未
就
学
児
は
無
料

申
込
―
往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢

(
学
生
の
場
合
は
学
年
)
、
住
所
、

電
話
番
号
、
会
員
・
会
員
家
族
∴

般
の
別
、
デ
ッ
キ
席
の
可
否
、「
水

上
バ
ス
ツ
ア
ー
希
望
」
を
明
記
。
ハ

ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま
で
申
し
込
み

可
。
重
複
申
し
込
み
は
不
可

期
限
U
7

月
2
0日
必
着

各
ツ
ア
ー
の
申
し
込
み
先
は

次
の
と
こ
ろ
へ

申
先
=
▽
桃
食
べ
放
題
、
水
上
バ

ス
・
:
区
・
観
光
交
流
協
会

〒
1
2
0

・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

▽
自
然
探
検
キ
ャ
ン
プ
…
魚
沼
市

自
然
探
検
キ
ャ
ン
プ

0
2
5
(
7
9
3
)
1
5
8
0

※
フ
ァ
ク
ス
も
同
じ
番
号
で
す

▽
音
楽
祭
ツ
ア
ー
・
:
J
T
B
上
野

支
店

〒
1
1
0・0
0
0
5

台
東
区

上
野
2
-
7
-
1
3

(
3
8
3
4
)
5
2
3
1

問
先
=
区
・
観
光
交
流
協
会

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

ビ
ジ
ョ
ン
D
E
メ
ー
ル
募
集
中

あ
だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
ビ
ジ
ョ

ン
D
E
メ
ー
ル
」
を
募
集
中
で
す
。
こ
れ
は
、

家
族
・
友
人
へ
の
お
祝
い
な
ど
を
お
く
る
こ
と

が
で
き
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
学
び
ピ

ア
2
1の
ス
タ
ジ
オ
で
収
録
し
、
1
日
7
回
放
映

し
ま
す
。
費
用
=
▽
3
0秒
…
3
千
円

▽
6
0

秒
…
5
千
円

※
内
容
に
よ
り
放
映
で
き
な
い

場
合
あ
り
。
ま
た
、
広
告
は
放
送
不
可

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
産
業
振
興
課
産
業
情
報

(
3
8
8
0
)
5
4
6
4

▲
あ
だ
ち
シ
テ
ィ

ビ
ジ
ョ
ン
は
北

千
住
駅
西
口
に

あ
る
、
大
型
ビ

ジ
ョ
ン
で
す

講演会のお知らせ
子育てのメンタルヘルス～地域で育てる子供の心～

日時=7 月14日㈲、午後1 時30分 場所= 区役所庁舎ホー

ル 内容= 子どもをのびのびと育て、安心して子育てをす

るには、親、家庭、地域が何をするべきかを考えます 講
師= 根岸征鉗氏(精神科医)、立花鈴子氏( 世田谷区保健師)、
笠原麻里氏(国立成育医療センター育児心理科医長) 定員=450

人( 先着順) 申込= 当日直接会場へ 問先= 地域生
活支援センター 　3883- 7177

ストレスにつぶされない生き方・考え方

日時=8月5日㈲、午前10時～11時30分内容=ストレス

と上手く付き合い、より良く生きる方法を学ぶ 講師= 高

橋和巳氏( 精神科医) 定員=30 人( 先着順) 申込= 電話
場・申・問先= 中央本町保健総合センター 　3880- 5352

自転車も交通ルールを守ろう
16年中、区内では自転車の交通事故が1, 833 件発生し、1, 723
人もの方が重軽傷を負いました。

自転車事故の特徴は、裏通りや見通しの悪い交差点で発
生しやすく、通勤・通学、夕方の買い物などの時間帯に多

発しています。 また、「安全不確認」「一時不停止」「信号無
視」などの違反が目立ちます。

自転車は気軽に利用 で きる便利 な乗 り物 であ ると同時

に、大きな事故を起こすこともある
危険な乗り物です。自分を守るため
だけでなく、加害者となる事故を起
こさないためにも、基本的な交通ル
ールを守って、安全な運転を心掛け
ましょう。 問先= 交通安全係

3880- 5912

夏休みに増える放置自転車
区では、駅前周辺のおおむね300m以内を、自転車放置禁

止区域に指定しています。禁止区域に放置された自転車は、
撤去して自転車移送所に運び保管します。自転車を引き取
る際には、撤去料として2, 000円を徴収します。撤去後2 ヵ
月を過ぎると処分しますので、注意してください。
学校の夏休み期間中は、特に自転車放置が目立ちます。

自転車を利用する方は、必ず決められた自転車駐車場など
に置いてください。
また、自転車の盗難も増えています。自転車は必ず防犯

登録をして、鍵を二重に付けるなどの盗難防止対策を心掛
けましょう。なお盗まれたときは、すぐに警察へ盗難届を
出してください。撤去日以前に盗難届を出している場合は、
撤去料が免除になります。 問先= 自転車係

3880- 5914
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く
ら
し
の
情

報

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
1
2日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電話番号がない 記事については

区役所代表へ　3880- 5111

区・ホ ームページアドレスは

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

凡
例

泰 轡 哢 ・ ・ ・ 鄲 嶇 壽 素 芦

蚕 棚 鵬
灣 叫 嘶

申 し 応 勵 繼 鰮

豢壊=爽申( 囀黻り4毎畛f

e¥- 一丶・I 丶I 丶・冫XI りヾ心7　繖し臨海鱶
萋一難い合ね躄劔

争サ舞臻の廊繼の黼4嗚, ゐば無料

・珊・叫艸聶べ一鈩アド鈩苒～

争 ソロ 舛 翆 メ ー ルy14 鈩 ス,

1
7年
度
就
学
援
助
を
受
給

申
請
し
た
皆
さ
ん
へ

6
月
末
に
認
定
結
果
通
知
を
発
送

し
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
の
方
は
、
同
封
の
支
給

明
細
表
の
人
金
日
の
後
に
、
必
ず
通

帳
を
記
帳
し
、
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。区

外
通
学
者

8
月
に
認
定
結
果
通
知
を
発
送
し

ま
す
。
認
定
さ
れ
た
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
の
方
に
は
、
1
8年
3
月
3
1日

に
年
額
を
支
給
す
る
予
定
で
す
。

ー

い
ず
れ
も
ー

住
民
税
未
申
告
の
方
は
、
審
査
が

で
き
ま
せ
ん
。
7
月
中
に
所
得
が
判

明
し
な
い
場
合
は
、
援
助
額
が
減
額

さ
れ
る
場
合
や
、
申
請
保
留
者
と
し

て
援
助
が
受
け
ら
れ
な
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
早
急
に
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
問
先
=
学
務
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

納
税
の
相
談
は
お
早
め
に

1
7年
度
第
1
期
の
特
別
区
民
税
・

都
民
税
の
納
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
。

納
期
限
後
は
、延
滞
金
(
年
率
1
4・

6
%
)
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
引
き
続
き
納
付
さ
れ
な
い
場
合

は
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
情
が
あ

っ
て
納
付
で
き
な
い
場
合
や
、
不
明

な
点
が
あ
る
と
き
は
、
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
納
税
相

談
係
7
3
8
8
0
)
5
2
3
6

納
税
課
徴
収
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

障
害
基
礎
年
金
「
現
況
届
」

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

2
0歳
前
の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
障

害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
、

現
況
届
(
(

ガ
キ
形
式
)
を
6
月
3
0

日
に
送
付
し
ま
し
た
。
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
必
ず
8
月
1
日
ま
で
に

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
提

出
が
遅
れ
る
と
、
1
0月
支
払
い
の
年

金
が
一
時
受
け
取
れ
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
同
時
に
所
得
審
査
も
行

い
ま
す
。
所
得
が
な
い
場
合
で
も
、
1
6

年
中
の
所
得
に
つ
い
て
、
1
月
1

日
現
在
の
住
所
地
で
区
民
税
の
申
告

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本

人
の
所
得
限
度
額
は
表
1
の
と
お
り

で
す
。
問
先
=
年
金
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
9

表1　 障害基礎年金受給者本人の所
得限度額

※ 以降、1 人増えるごとに38万円加算
※ 一部支給限度額を超えると全額支給
停止となります

も
う
一
つ
の
国
民
年

金
「
国
民
年
金
基
金
」

国
民
年
金
基
金
は
、
基
礎
年
金
の

上
乗
せ
給
付
を
行
う
公
的
な
年
金
制

度
で
す
。
対
象
=
2
0歳
以
上
6
0歳

未
満
で
、
自
営
業
な
ど
国
民
年
金
の

第
1
号
被
保
険
者

掛
け
金
=
選
択

す
る
給
付
の
型
、
口
数
お
よ
び
加
入

時
の
年
齢
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す

※
口
座
か
ら
の
自
動
引
き
落
と
し
が

便
利
で
す
。
ま
た
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
支
給
さ
れ

る
年
金
も
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
ま
す

申
・
問
先
=
東
京
都
国
民

年
金
基
金

0
1
2
0
(
6
5
)
4
1
9
2

区
・
年
金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

地
域
国
際
化
推
進
計
画
策
定

懇
談
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
2
0

歳
以
上
の
方

内
容
=
地
域
国
際

化
推
進
計
画
の
内
容
を
検
討
し
、
自

由
意
見
を
表
明

※
会
議
は
全
5
回

期
間
U
計
画
策
定
終
了
ま
で
(
1
8年

2
月
予
定
)

報
酬
=

会
議
1

回
に

つ
き
3
千
円

募
集
人
数
=
4

人

選
考
=

論
文
・
所
定
の
申
込
書

※

申
込
書
・
募
集
案
内
は
区
民
課
で
配

付

。
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

論
文
課
題
=

「
私
の
考
え
る
足
立
区
の
多
文
化

共
生
(
国
際
化
)
社
会
」
(
8
0
0
字
程
度
)

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

申

込

―
所
定
の
申
込
書
(

写
真
貼
付
)

と
論
文
を
持
参
ま
た
は
郵
送

期
限
=
7

月
2
5
日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

区
民
課
国
際
化
推
進

〒
1
2
0・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
7
7

青
少
年
の
非
行
防
止
に
ご
協
力
を

毎
年
7
月
は
青
少
年
の
非
行
防
止

と
保
護
の
徹
底
を
図
る
強
調
月
間
で

す
。夏
休
み
前
に
、
非
行
を
防
止
す

る
と
い
う
意
識
を
高
め
、
青
少
年
の

健
全
育
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー
施

設
係

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
3

年
に
一
度
は
建
築
設

備
の
定
期
報
告
を

共
同
住
宅
・
飲
食
店
・
診
療
所
・

病
院
な
ど
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る

建
物
で
、一
定
規
模
以
上
の
建
物
に

設
置
さ
れ
て
い
る
建
築
設
備
(
換

気
・
排
煙
・
給
排
水
設
備
、
非
常
用

の
照
明
装
置
)
の
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
に
は
、
毎
年
定
期
的
に
検
査
資

格
者
の
検
査
を
受
け
て
、
そ
の
結
果

を
報
告
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

定
期
検
査
に
合
格
し
た
場
合
、

「
定
期
検
査
報
告
済
証
」
が
発
行
さ

れ
ま
す
。
発
行
さ
れ
た
定
期
検
査
報

告
済
証
を
だ
れ
も
が
見
や
す
い
場
所

に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。
建
築
設
備

の
安
全
面
、
衛
生
面
、
防
火
お
よ
び

避
難
の
現
状
が
的
確
に
維
持
管
理
さ

れ
て
い
る
証
明
に
な
り
ま
す
。
対

象
=
表
2

報
告
先
=
財
日
本
建
築

設
備
・
昇
降
機
セ
ン
タ
ー
(
港
区
虎

ノ
門
1
1
1
3
-
5
第
一
天
徳
ビ
ル
6

階
)

　
(
3
5
9
1
)
2
4
2
1

問
先
=
区
・
設
備
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
8

表2　 建築設備の定期点検と報告対象になる主な区分
建
築
物
の
中
間
検
査
と

完
了
検
査
の
届
け
出

建
築
基
準
法
に
適
合
し
た
安
全
で

安
心
な
建
物
に
住
む
に
は
、
建
物
を

建
て
る
際
に
、
工
事
が
設
計
図
ど
お

り
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
監
理
・
検

査
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

建
築
主
に
は
、
同
法
で
中
間
検
査

と
完
了
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
届
け
出
が
必
要
で

す
。
検
査
に
合
格
す
る
と
、「
中
間

検
査
合
格
証
」、「
検
査
済
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
対
象
=

▽
中
間
検

査
…
新
築
、
増
築
ま
た
は
改
築
に
係

る
部
分
の
階
数
が
、
地
階
を
除
き
3

以
上
の
も
の

▽
完
了
検
査
・
:す
べ

て
の
建
築
物

問
先
=
建
築
審
査
課

審
査
第
一
・
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
6

・
7

構
造
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

設
備
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
8

先
進
的
な
環
境
改
善
活
動

に
対
し
助
成
し
ま
す

募
集
期
間
=
7
月
‥
1
1
一
日
～
2
5
日
対

象
=

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
推
進
、
環
境
教
育
活

動
な
ど
の
先
導
的
な
実
践
・
研
究
活

動
を
行
っ
て
い
る
区
民
、
非
営
利
団

体
お
よ
び
事
業
者
な
ど

内
容
n

環

境
基
金
審
査
会
の
審
査
を
経
て
決
定

し
た
活
動
に
、
環
境
基
金
を
活
用
し

て
助
成
金
を
交
付

申
込
=

必
要
書

類
を
持
参

※
募
集
要
項
は
環
境
推

進
課
で
配
付
。
結
果
は
決
定
次
第
、

郵
送
で
通
知

問
先
=

環
境
推
進
課

計
画「

都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の

整
備
方
針
」
中
間
の
ま
と
め

へ
の
意
見
・
提
言
募
集

現
在
、
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の

整
備
を
計
画
的
・
効
率
的
に
進
め
る

た
め
、
都
区
市
町
が
共
同
で
整
備
方

針
の
策
定
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
中
間
の
ま
と
め
」
で
は
、
今
後
、

優
先
的
に
整
備
す
る
公
園
・
緑
地
を

選
定
す
る
考
え
方
な
ど
を
提
案
し
て

い
ま
す
。
こ
の
「
中
間
の
ま
と
め
」

に

つ

い

て

意

見

・
提

言

を

募

集

し

ま

す

。

※

「
中

間

の

ま

と

め

」

の

内

容

は

、

都

・
都

市

整

備

局

の

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

や

区

・
公

園

緑

地

課

で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

申

込
=

郵

便

、

フ

ァ

ク

ス

、
E

メ

ー

ル

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で

、
意

見

・
提

言

を

連

絡

期

限
=
7

月
3
1

日

消

印

有

効

申

・

問

先
=

都

・
都

市

整

備

局

都

市

基

盤

部

施

設

計

画

課

公

園

緑

地

計

画

〒
1
6
3
・
8
0
0
1

新

宿

区

西

新

宿
2
-
8
-
1
　
　
　

　
(
5
3
8
8
)
3
2
6
4

(
5
3
8
8
)
1
3
5
4

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
s
h
i
s
e
i
b
i
.

m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p
/

S
0
0
0
0
1
8
0
@
s
e
c
t
i
o
n
.
m
e
t
r
o
.

t
o
k
y
o
.
j
p

区

・
公

園

事

業

係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
9

「
佐
野
い
こ
い
の
森
」一
時
閉
園

「
佐
野
い
こ
い
の
森
」
の
再
生
に

取
り
組
む
た
め
、
樹
木
や
竹
の
伐
採

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
園
路

な
ど
が
危
険
に
な
る
こ
と
か
ら
、
一

時
閉
園
し
ま
す
。
期
間
=
7
月
1

日
～
1
8年
3
月
3
1日

問
先
=
み
ど

り
の
ま
ち
づ
く
り
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
8

都
市
計
画
の
告
示

足
立
東
部
地
域
平
野
・
東
六
月
町

地
区
地
区
計
画
の
変
更

区
域
=
東
六
月
町
、
一
ッ
家
一
丁

目
、平
野
一
上
二
丁
目
の
各
地
内

告
示
日
=
6
月
3
0日

問
先
=
都
市

計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
8
0

電話による「離婚・相続・借金」
の夜間一般相談を行います

区の非常勤専門相談員
が相談を受け付けます。
日程等=7月21日、8月
25日、9月22日、10月27
日、11月24日、12月22日
※ いずれも木曜日、時間
は午後5時30分～7時30
分 対象= 区内在住・在
勤で、離婚・相続、借金
でお悩みの方 夜間相談
専用電話 　3880- 5359
問先= 区民の声相談課相
談係

7月の休日納税・納付相談

日時=7月24日日、午前9時～
午後4 時 場所= 区役所 問先=
納税相談係H3880- 5236

納税課徴収推進係 　3880- 5237
こくほ年金課納付相談係

3880- 5243
介護保険課収納管理係

3880- 5744

青い羽根募金に
ご協力を

青い羽根募金は、日本周辺
の海で遭難した人の救助や、
海の安全確保を目的としてい
ます。
区民事務所の窓口に募金箱

を設置しているので、皆さん
のご協力をお願いします。
期間=7月18日(海の日)～
8 月31日 問先= 区民課調整
係 　3880- 5855

区役所へは電車やバスを利用してください
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被
災
建
築
物
応
急
危
険
度

判
定
員
養
成
講
習
会

日
時
=
9

月
2
0
日
㈹
・
1
0月
1
4
日

砌
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
3
0分

場

所
=
都
庁

対
象
―
都
内
在
住
・
在

勤
で
、
∇

二
級
建
築
士
、
木
造
建

築
士
の
方

定
員
=
各
5
0
0人

申
込
=

所
定
の
申
込
書
を
持
参

※
申
込

書
は
開
発
指
導
課
で
配
付

期
限
=
7

月
2
9日

申
・
問
先
=
建
築
防
災

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
5
2

「
求
め
な
い
!

贈
ら
な

い
!

受
け
取
ら
な
い

!
」
政
治
家
の
寄
附
や

有
権
者
の
寄
附
要
求
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す

政
治
家
な
ど
(
立
候
補
予
定
者
を

含
む
)
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て

寄
附
を
す
る
こ
と
や
、
有
権
者
が
政

治
家
な
ど
に
寄
附
を
求
め
る
こ
と
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
治
家
な
ど

が
寄
附
の
禁
止
に
違
反
し
、
処
罰
さ

れ
る
と
、
公
民
権
(
選
挙
権
・
被
選

挙
権
)
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

求
め
た
有
権
者
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
寄
附
は
金
銭
に

限
ら
ず
、
地
域
の
催
し
に
寸
志
や
飲

食
物
を
差
し
入
れ
す
る
こ
と
、
タ
オ

ル
や
う
ち
わ
を
配
る
こ
と
や
、
お
中

元
や
お
歳
暮
、
開
店
祝
い
の
花
輪
な

ど
を
贈
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
た
明
る
い
選
挙
実

現
の
た
め
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

家
庭
内
の
男
女
共
同
参
画

ポ
イ
ン
ト
は
「
思
い
や
り
」

と
「
助
け
合
い
」

3
月
に
発
表
し
た
区
の
世
論
調
査

の
中
に
、「
あ
な
た
は
家
庭
内
の
日

常
的
な
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
分
担
す

る
の
が
理
想
で
す
か
」
と
い
う
設
問

が
あ
り
ま
し
た
。「
食
事
の
支
度
・

後
片
付
け
」「
乳
・
幼
児
の
世
話
」「
高

齢
者
の
介
護
」
な
ど
、
す
べ
て
の
項

目
で
「
妻
が
分
担
」
と
答
え
た
人
が
、

「
夫
が
分
担
」
と
答
え
た
人
を
上
回

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
5
年
前
の
同
じ
調
査
と

比
べ
る
と
、
す
べ
て
の
項
目
で
「
妻

が
分
担
」
の
数
値
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
理
由
の
一
つ
に
、
夫
婦
間

の
役
割
分
担
に
対
す
る
意
識
に
変
化

が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
男
性
だ
か
ら
」「
女
性
だ
か
ら
」

と
い
う
よ
う
な
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
担
意
識
を
改
め
、
夫
と

妻
が
話
し
合
う
こ
と
で
、
お
互
い
納

得
し
、
思
い
や
っ
て
、
家
庭
内
の
仕

事
を
分
担
し
助
け
合
う
こ
と
が
、
男

女
共
同
参
画
で
す
。
そ
し
て
、
分
担

し
た
こ
と
で
も
、
相
手
に
任
せ
き
り

に
し
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で

す
。円

満
な
家
庭
生
活
を
送
る
た
め
、

家
庭
内
の
役
割
分
担
と
関
わ
り
方
を

も
う
一
度
、
夫
婦
で
見
つ
め
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
問
先
=
男
女
参
画

プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

催

し

物

ガ
イ

ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
1
2日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

親
子
体
験
教
室
「
地

口

行

灯

づ

く

り

」

日
時
=
8
月
2
7
日
田
、
午
後
1
時
～

4
時
3
0分

対
象
=
小
学
3
年
生
以

上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
=

お
祭
り
の
と
き
な
ど
に
飾
ら
れ

る
、
だ
じ
ゃ
れ
と
絵
を
描
い
た
電
灯

式
の
行
灯
作
り

定
員
=
2
5組
(
抽

選
)

費
用
u
I
個
千
4
0
0
円
(
材
料

費
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
参
加
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
製

作
希
望
個
数
、「
行
灯
づ
く
り
」
を

明
記

期
限
=
8
月
1
3日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

〒

1
2
0
・
0
0
0
1
大
谷
田
5
-
2
0
-
1
　
　
　

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

企
画
展
「
千
住
の
大
橋
と
市
場

日
曜
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ー
く
」

日
時
等
=
表
3

内
容
=
企
画
展

「
千
住
の
大
橋
と
市
場
」
を
記
念
し

て
、
松
尾
芭
蕉
、
建
部
巣
兆
、
冨
岡

芳
堂
を
題
材
に
し
た
、
千
住
の
文
化

を
楽
し
む
会

定
員
=
8
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問

先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

表3　「日曜ギャラリーとーく」日程等

※ いずれも日曜日、時間は午後2時～3時30分

海
の
日
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

「
歌
声
よ
希
望
の
未
来
へ
」

日
時
=
7
月
1
8日
㈲

▽
学
生
の
部

…
午
後
1
時

▽
大
人
の
部
…
午
後
6

時
3
0分

※
い
ず
れ
も
開
場
は
3
0

分
前

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

参
加
団
体
H

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団
、
足
立

区
立
中
学
校
合
同
合
唱
団
ほ
か

費

用
=
▽
学
生
の
部
・
:
無
料

▽
大
人

の
部
…
5
0
0円

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

問
先
=
文
化
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

レ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
2
0
0
5

日
時
=
▽
7
月
1
6日
倒
、
午
後
1
時

～
5
時

▽
1
7日
㈲
・
1
8日
㈲
、
午

前
1
0時
～
午
後
5
時

場
所
=
北
鹿

浜
公
園

内
容
=
鉄
道
模
型
の
運
転

展
示
/
ビ
デ
オ
放
映
/
鉄
道
模
型
診

断
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
西
部
公
園
管
理
事
務
所

(
3
8
5
5
)
6
5
2
1

「
あ
そ
び
の
広
場
」

で
リ
サ
イ
ク
ル

日
時
=
7
月
1
6
日
出
、
午
後
1
時
～

4
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
ど
も
科
学
館
対
象
H
幼
児
～

小
・
中
学
生

※
幼
児
は
保
護
者
同

伴

内
容
=
家
庭
で
使
い
終
わ
っ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使

っ
た
工
作
や
遊
び

申
込
=
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
=
青
少
年
事
業
係

(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ

ル

プ
ー
ル
で
水
遊
び

日
時
=
7
月
3
0
日
田
、
午
前
1
0
時
～

正
午

場
所
n
南
花
畑
養
護
学
校

対
象
=
▽
参
加
者
・
:小
・
中
学
生
お

よ
び
養
護
学
校
在
籍
者

※
大
人
を

一
人
以
上
含
ん
だ
、
家
族
・
グ
ル
ー

プ
で
の
申
し
込
み

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
…
高
校
生
以
上

定
員
=
3
0
人

(先
着
順
)

費
用
=
1
0
0円
(
昼
食

代
。
希
望
者
の
み
)

申
込
=
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
、
住
所
、

氏
名

、
電

話

、
フ

ァ
ク
ス

、
E

メ
ー

ル

ア
ド
レ

ス
、
学

校
・
学

年
、
性

別
、

障

害

の
有

無

・
内

容
、
「
プ

ー

ル

で

水

遊

び
参

加

」
ま
た

は

「
ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
希

望

」
を
連

絡

期
限
=
7

月
2
0

日

申

先
H

子

ど
も

を
地

域

で
サ

ポ
ー
ト
す

る
会

キ
ラ

リ
ン

0
9
0
(
5
4
0
6
)
0
9
4
9

0
2
0
(
4
6
6
9
)
8
5
2
9

0
k
i
r
a
r
i
n
_
a
d
a
c
h
i
@
y
a
h
o
o
.

c
o
.
j
p

問
先
=

地

域
連
携

係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

見
た
い
・
聞
き
た
い
・
N
P
O

～
あ
な
た
の
疑
問
に
答
え
ま
す
～

日
時
=
7
月
2
9日
面
、
午
後
7
時
～
8

時
3
0分

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学

習
セ
ン
タ
ー

内
容
U
N
P
O
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
違
い
な
ど
、
N
P
O

に
関
す
る
基
礎
的
な
内
容
に
つ
い
て

の
講
義
定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)

申
込
=
前
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
窓

口
申
・
問
先
=
N
P
O
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
(
受
け
付
け
は
火
～
土
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
8
時
)

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
(
受
け

付
け
は
午
前
9
時
～
午
後
8
時

※
7

月
‥
1
1
一
日
は
休
館
)

(
3
8
5
0
)
3
1
0
7

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
休
演

機
器
保
守
点
検
の
た
め
休
演
し
ま

す
。
日
時
=
7
月
1
2日
㈹
・
1
3日

㈲

問
先
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
こ

ど
も
科
学
館(

5
2
4
2
)
8
1
6
1

こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
な
ら

～
守
ろ
う
消
費
者
の
く
ら
し
～

高
齢
者
が
ね
ら
わ
れ
る

守
る
決
め
手
は
「
地
域
の
力
」

5
月
、
高
齢
の
姉
妹
が
リ
フ
ォ
ー

ム
業
者
に
次
々
と
高
額
の
契
約
を
さ

せ
ら
れ
た
と
い
う
内
容
が
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
自
宅
が
競
売
に
か
け
ら
れ

た
こ
と
で
発
覚
し
、
契
約
総
額
は
3

年
間
で
5
千
万
円
以
上
に
の
ぼ
っ
て

い
ま
し
た
。

2
0社
近
い
販
売
業
者
が
次
々
に
契

約
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
が
、
専
門
家
の
調
査
で
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
必
要
な
工
事
で
は

な
く
、
価
格
も
通
常
の
1
0倍
以
上
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
決
し
て
特
異
な
ケ
ー
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
姉
妹
の
よ

う
に
同
じ
業
者
、
ま
た
は
別
の
業
者

か
ら
次
々
に
契
約
さ
せ
ら
れ
る
、
い

わ
ゆ
る
「
次
々
販
売
」
の
被
害
は
、

都
の
調
査
に
よ
る
と
7
0歳
代
と
8
0歳

以
上
を
中
心
に
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。こ

の
傾
向
は
足
立
区
で
も
同
じ

で
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
は
、
近
所

の
方
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
か
ら

相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
場
合

も
、
被
害
者
本
人
が
積
極
的
に
話
を

し
て
く
れ
な
い
場
合
や
、
記
憶
が
あ

い
ま
い
な
場
合
は
、
良
い
解
決
に
は

至
ら
な
い
も
の
で
す
。

高
齢
者
の
契
約
被
害
は
、
事
前
に

防
止
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ

に
は
地
域
の
方
の
協
力
や
、
目
配
り

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
足
立
区
に
は
、

「
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
を

中
心
に
、
商
店
街
や
地
域
の
方
が
協

力
し
て
高
齢
者
を
見
守
る
こ
の
制
度

は
、
と
て
も
心
強
い
も
の
で
す

。

消
費
者
セ
ン
タ
ー
も
、
高
齢
者
に

関
わ
る
区
役
所
内
外
の
部
署
と
共
に

情
報
の
連
絡
会
を
立
ち
上
げ
、
被
害

の
未
然
防
止
と
解
決
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
私
に
は
関
係
な
い
」
と
思
わ
ず
、

地
域
に
目
を
向
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
け
た
り
、
助
け
ら
れ
た
り
す
る
こ

と
が
お
互
い
の
信
頼
と
き
ず
な
の
証

で
あ
り
、
地
域
の
力
と
な
り
ま
す
。

《
消
費
者
セ
ン
タ
ー
》

掲

示

板

第
3
1回
足
立
区
障
害
者
夏
ま
つ
り

日
時
=
7
月
2
4
日
㈲
、
午
後
3
時
3
0

分
～
7
時
内
容
=
青
空
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ノ
模
擬
店
/
盆
踊
り
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
南
花
畑
養
護
学
校

(
5
2
4
2
)
2
3
7
1

み
や
ぎ
・
小
菅
水
再
生
セ
ン
タ
ー

施
設
見
学
会
&
ミ
ニ
フ
ェ
ア
ー

日
時
=
▽
み
や
ぎ
・
:
7
月
2
5
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
午
後
2
時
▽
小
菅
・
:

7
月
2
7
日
水
、
午
後
1
時
～
4
時

内
容
=
施
設
見
学
ほ
か

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
▽
み

や
ぎ
・
:み
や
ぎ
水
再
生
セ
ン
タ
ー
　

(
3
9
1
9
)
7
0
0
1

▽
小
菅
…
小
菅
水
再
生
セ
ン
タ
ー
　

(
5
6
8
0
)
1
9
9
1

ア
ウ
ト
ド
ア
・
イ
ベ
ン
ト
・
イ
ン
・

ア
ラ
カ
ワ
2
0
0
5

日
時
=
7
月
1
7日
㈲
、
午
前
9
時
4
0

分
～
午
後
3
時

場
所
=
墨
田
区
四

ツ
木
橋
緑
地

内
容
=
荒
川
沿
川
住

民
の
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
荒

川
下
流
河
川
事
務
所

(
3
9
0
2
)
2
3
7
9

ケーブルテレビ足立( 9CH) で放送中

『情報キャッチ! !

好きです。あだち』

番組案内

今回の番組( 7/ 25～31) は、

「受け継がれる伝統芸能

～花畑大鷲神社獅子舞～(仮称)」

1 日3 回放送

( 午前9 時30 分、午後O 時30 分、午後6 時)

江戸時代中 期( 元禄期) から 伝わる と

いわれる花畑 の獅子舞。今年も奉 納の舞

が7 月17 日(日)に行わ れ、迫力あ ふれる舞

いが披露さ れます。

地元の伝統芸能を守り、次世代へと受

け継いでいく 獅子舞保存会の皆さ んの熱

い想いに迫り ます … 。お楽しみに!

《広 報課》
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夏はま る ごと児童館
!

もうすぐ、楽しい夏休みです。児童館では、今
年もいろいろなイベントを計画しています。お祭
りや工作などに参加して楽しい体験をしましょ
う。 ※幼児は保護者同伴で参加してください

7 月 わくわくイベントカレンダー

※ 西部・千住児童館以外は住区センター

わくわくイベントカレンダー 8月

※ 西保木間児童館、桑袋地域集会所、東伊興生活館 以外は住区センター

お
み
こ
し
ワ
ッ
シ
ョ
イ
!

▲ お母さんも楽しそうだね

児童館の開館時間は、午前10 時から午後6時( 4 月～
9 月) で す 。 こ の ほ か に も 、 た く さ ん の 行 事 が あ り ま す 。

く わしい内容は 各児童館・施設にお問い合わせください。

ミスケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係 　3880- 5815

中学生記者、奮闘記

区
立
中
学
校
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
に
勤
労
体
験
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
6
月
下
旬
に
は
、
谷
中
中
学
校
か
ら
3
人

の
生
徒
さ
ん
が
区
・
広
報
課
へ
や
っ
て
き
ま
し

た
。体

験
内
容
は
、実
際
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
取

材
に
行
っ
た
り
、取
材
記
事
の
作
成
も
し
ま
し

た
。右
の
「
生
活
の
科
学
教
室
」の
記
事
は
、そ

の
中
学
生
記
者
た
ち
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

最
後
に
、
学
校
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
体
験

し
た
中
学
生
た
ち
に
感
想
を
聞
く
と
「
取
材
で

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
」

(中
村
静
香
さ
ん
)
、
「
写
真
を
撮
る
と
き
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
大
変
で
し

た
」
(
西
田
衣
里
子
さ
ん
)
、「
初
め
て
経
験
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
く
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
」
(
池
田
あ
い
さ
ん
)
。
将
来
の
進

路
を
決
め
る
参
考
に
な
っ
た
か
な
・
:
?

3
日
間
、
広
報
課
の
職
員
と
し

て
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
(右
か
ら
中
村
さ
ん
、
池

田
さ
ん
、
西
田
さ
ん
)

食べて 安心
無添加ソ一セ一ジ
～生活の科学教室～

6月23日、消費者センターで「無添加のソーセージ作り」
の教室が開かれました。
応募者は抽選で、男性3 人を含めた多数の方が参加し、2

人1 組で協力しながらソーセージを作りました。
作業内容はソーセージの皮となる羊の腸に肉を詰めた後、

お湯の温度を70° C以上に保ってソーセージをゆでます。
参加者のひとりは「思っていたよりも、とても難しい」と

感想を聞かせてくれました。 それでも最後には、おいしそう
にで きたソーセ

ージを食べ、「ま

た、ぜひ参加し

たい」と笑顔で
話してくれまし

た。

皮を破かない
よう、慎重に
肉を詰めて、
「ひねり」を
加えます

注
意
!

電
話
機
の
売
り
逃

げ
が
多
発
し
て
い

ま
す

最
近
区
内
で
、「
電
話
局
で
す
」

「
N
T
T

か
ら
来
ま
し
た
」
な
ど
と

偽
っ
て
訪
問
し
、
電
話
機
を
売
る
事

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

手
口
と
し
て
は
、「
お
宅
の
電
話

は
壊
れ
て
い
る
」
と
言
っ
て
、
別
の

電
話
機
を
販
売
し
、
そ
の
代
金
と
し

て
1
0万
円
前
後
を
現
金
で
要
求
し
ま

す
。領

収
書
は
会
社
名
の
み
で
、
会
社

の
住
所
や
電
話
番
号
の
記
載
が
な
い

た
め
、
問
い
合
わ
せ
や
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

N
T
T
が
、
こ
の
よ
う
に
突
然
訪

問
し
て
、
電
話
機
を
交
換
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
場
合
は
、

代
金
を
支
払
う
前
に
消
費
者
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

古紙配合率100% 再生紙を使用しています I . K　291, 860


